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よく遊び、よく学ぶ子どもの育成よく遊び、よく学ぶ子どもの育成

Heart Harmony 一宮小Heart Harmony 一宮小
～つながるよろこび～

　一宮小では、自分や友だちとつながる様々な取組を行っています。
「あいさつ運動」
　一宮小学校では、あいさつ運動期間中の朝、生活委員が玄関前に立ち、登校してくる児童があいさつをすると賞状がもらえるという取組
があります。この運動のおかげで一日を気持ちよく始めることができます。さらに一人一人が自分からあいさつをする習慣がつきました。

「主体的な児童会活動」
　運営委員会が、いじめ防止集会を行いました。いじめの様子を劇にし、いじめられる人の気持ちをみんなで考えました。

「きらり掃除による心みがきと支えあい」
　きらり掃除には、「黙る・見つける・親切」の３つの目標があります。静かに集中して掃除をすることで、
自分の心がみがかれていきます。会話がなくても、お互いに助け合うことができています。

「キャリア教育の充実」
　毎年、進級するごとに「自己紹介シート」に一年間の目標や夢などを書きます。自己紹介シートに目標
や夢を記入することで、自分の日常生活で、それらをより意識することができます。また、クラス全員の
自己紹介シートを教室に掲示し、同級生が様々な目標や夢を持っていることを知る機会をつくっています。
　これらの活動によって、自己肯定感の育成につながります。

　一宮小学校は、地域の人がボランティアとして、私たちが学習しやすいよう、お手伝いをして
くださったり、ふだんはできないような体験をさせてくださったりしています。

「田植え・稲刈り」
　２年生と５年生の時に、私も体験しました。ボランティアの方が一人一人ていねいに、優しく
植え方や刈り方を教えてくださいました。

「あいさつ運動」
　私たちが登下校する道には、毎日地域のボランティアの方が立ってくださっています。「おは
ようございます。」と言うと、必ず笑顔であいさつをかえしてくださるので、元気が出ます。

「学習の支援」
　ボランティアの方が学習の支援に来てくれます。家庭科では、ミシンを使ってナップサックをつくるときに、ボランティアの方が来てく
ださり、難しい所もきれいにつくれるようにコツを教えてくださいました。ボランティアの方のおかげで上手につくることができました。
つくったナップサックは修学旅行に持って行きました。ボランティアの方といっしょにつくったナップサックが使えてうれしかったです。
また、社会科見学の時には、ボランティアの方がつきそってくださいます。そのおかげで、安全に行くことができます。体力テストの日にも、
ボランティアの方がたくさん来てくださり、記録をはかる時のお手伝いをしてくださいます。
　ボランティアの方がいそがしいあいまをぬって私たちのために来てくださるので、安心して楽しい学校生活を送ることができています。

自分や友だちとつながる

　　　　　　　　　　故郷とつながる

　一宮小学校では、学力を高め、学習環境を整えるために、色々な取組を行っています。
「放課後ショートスタディ・補充学習」
　月曜日の６時間目や水曜日の放課後の 15 分間に算数のプリントなどの補充学習をします。
ボランティアの方が来てくださり、わからないところを教えてくれたりもします。

「朝学習」
　朝の 15 分間で、学習をします。月曜日は読書です。図書室で借りた本などを静かに読みます。
火曜日から金曜日は、新しい漢字を学んだり算数の復習をしたりします。

「くつそろえ」と「チャイムスタート」
　くつそろえキャンペーンを開催し、靴をそろえることを習慣づけます。全員がくつそろえを習慣づけることができると、下駄箱がきれい
になり、生活習慣と学習に向かう気持ちが整います。また、全校でチャイムと同時に授業が始められるように、意識を高めています。
　この２つのような当たり前のことがきちんとできるようになることで、落ち着いた学習環境をつくることにつながり、しっかり学ぶこと
ができます。

　　　　　　　　　　学びとつながる
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